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(57)【要約】
　本発明は、電気蓄積器（４）の複数の電気セル（３）
におけるセル電圧を測定する装置（２）に関する。各蓄
積器セル（３）は、対応する１測定装置（７，４２）を
有しており、これらの測定装置（７，４２）の測定値は
、制御ユニット（９，４３）の読み出し命令によって読
み出すことができる。上記の測定値を同時に読み出すた
め、制御ユニット（９，４３）から測定装置（７）に至
る同期化線路（１１）または上記の複数の測定装置のう
ちの１つ（４２）から別のすべての測定装置（７）に至
る同期化線路（４４）が設けられている。本発明はさら
に、相応する方法に関する。



(2) JP 2012-509474 A 2012.4.19

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気蓄積器（４）の複数の電気蓄積器セル（３）におけるセル電圧を測定する装置（２
）であって、
　各蓄積器セル（３）は、対応する測定装置（７，４２）を有しており、
　当該の測定装置（７，４２）の測定値は、制御ユニット（９，４３）の読み出し命令に
よって読み出される、セル電圧を測定する装置（２）において、
前記の測定値を同時に読み出すため、前記の制御ユニット（９，４３）から測定装置（７
）に至る同期化線路（１１）または前記の複数の測定装置のうちの１つ（４２）から別の
すべての測定装置（７）に至る同期化線路（４４）が設けられていることを特徴とする、
　セル電圧を測定する装置（２）。
【請求項２】
　前記の同期化線路（１１，４４）は、少なくとも１つの無電位の信号結合装置（１５，
２０，２５，３０，４８，５２，５５）を有する、
　請求項１に記載の装置（２）。
【請求項３】
　前記の信号結合装置（１５，２０，２５，３０，４８，５２，５５）は、オプトカップ
ラ（３２）、磁気抵抗式結合器（３３）および／または容量式結合器（３４）である、
　請求項１または２に記載の装置（２）。
【請求項４】
　前記の各測定装置（７）に１つの信号結合装置（１５，２０，２５，３０，４８，５２
，５５）が割り当てられている、
　請求項１から３までのいずれか１項に記載の装置（２）。
【請求項５】
　前記の読み出し命令の信号伝搬時間を考慮する少なくとも１つの待ち時間装置（３６，
５７）が設けられている、
　請求項１から４までのいずれか１項に記載の装置（２）。
【請求項６】
　殊に請求項１から５までのいずれか１項に記載の装置（２）を用いて、電気蓄積器（４
）の複数の電気蓄積器セル（３）におけるセル電圧を測定する方法であって、
　各蓄積器セル（３）は、対応する測定装置（７，４２）を有しており、
　当該の測定装置（７，４２）の測定値は、制御ユニット（９，４３）の読み出し命令に
よって読み出される、セル電圧を測定する方法において、
前記の測定値を同時に読み出すため、前記の制御ユニット（９，４３）から測定装置（７
）に同期化信号を送信するか、または前記の複数の測定装置のうちの１つ（４２）から別
のすべての測定装置（７）に同期化信号を送信することを特徴とする、
　セル電圧を測定する方法。
【請求項７】
　前記の読み出し命令を送信した後かつこれに続く待ち時間の後、前記の同期化信号を送
信する、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　読み出し命令の送信から、対応するすべての測定装置（７，４２）におけるその受信ま
での当該読み出し命令の少なくとも１つの最大伝搬時間を前記の待ち時間として選択する
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気蓄積器の複数の電気蓄積器セルにおけるセル電圧を測定する装置に関し
ており、各蓄積器セルは、対応する測定装置を有しており、またこれらの測定装置の測定
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値は、制御ユニットの読み出し命令によって読み出される。本発明はさらに、相応する方
法に関する。
【０００２】
　従来の技術
　上記のタイプの装置は公知である。例えば風力発電装置ならびに例えばハイブリッド車
両および電気車両などのような車両における定常的な適用に対し、新しい電気蓄積器が必
要であり、この電気蓄積器には、信頼性について極めて高い要求が課される。高い要求が
課されるのは、このような蓄積器の故障が、例えば電気車両全体などの全体システムの故
障に結び付き得るからである。例えば電気車両の場合、トラクションバッテリの故障、す
なわち電気車両の駆動器に給電する蓄積器の故障は、電気車両全体の故障になり得るので
ある。さらに蓄積器の故障は、安全関連の問題に結び付くことがある。風力発電装置の例
では、例えば蓄積器が使用され、これによって強風の場合、蓄積器によって給電されるロ
ータ羽根調整部により、許容されない動作状態からこの風力発電装置を保護するのである
。
【０００３】
　このタイプの電気蓄積器は、所要の電力データおよびエネルギデータを得るため、互い
に直列接続された個々の蓄積器セルから作製される。部分的には、付加的に複数の蓄積器
セルを互いに並列接続することが可能である。上記の電気蓄積器の動作中、上記の直列接
続された蓄積器セルのセル電圧を監視しなければならない。このために互いに直列接続さ
れかつ上記の蓄積器セルに並列接続された測定装置が使用される。ふつう第１の測定装置
だけが中央の制御ユニットと通信し、これに対して別のすべての測定装置は、データバス
を介してそれぞれ前置された測定装置に接続される。すべての蓄積器セルのセル電圧を測
定しようとする場合、上記の中央の制御ユニットは、読み出し命令を第１の測定装置に送
信し、第１の測定装置がこの読み出し命令を後続の測定装置に転送する。これにより、上
記の読み出し命令は、この読み出し命令に対して最後の測定装置に、遅延を伴って到着す
ることになる。この遅延は、１測定装置から後置されたつぎの測定装置への読み出し命令
の個別伝搬時間と、測定装置の個数との積から得られる。このように手法により、個々の
セル電圧の時間的にずれた測定が行われてしまうのである。
【０００４】
　本発明の課題は、すべての測定装置においてセル電圧を同時に測定できるようにするこ
とである。
【０００５】
　発明の開示
　本発明では、測定値を同時に読み出すため、上記の制御ユニットから測定装置に至る同
期化線路または上記の測定装置のうちの１つから別のすべての測定装置に至る同期化線路
を設ける。この同期化線路によって可能になるのは、すべての測定装置に同時に同期化信
号が供給されることであり、これによってすべての測定装置により、同じ時間にセル電圧
が測定されることになる。ここではこの同期化線路により、上記の制御ユニットそのもの
から、または測定装置のうちの１つから、例えば制御ユニットに直接接続されている測定
装置から、同期化信号が供給される。上記の制御ユニットに接続されている１同期化線路
において有利であるのは、読み出し命令の送信と、同期化信号の送信とを上記の制御ユニ
ットによって共通にコントロールすることである。上記の複数の測定装置のうちの１つか
ら他のすべての測定装置に至る同期化線路が設けられる場合、上記の制御ユニットをこれ
らの測定装置から離して簡単に配置できるという利点が得られる。さらに同期化線路の構
造が簡単になる。
【０００６】
　本発明の１発展形態によれば、上記の同期化線路は、少なくとも１つの無電位の信号結
合装置を有する。
【０００７】
　この無電位の信号結合装置により、少なくとも１つの測定装置が、別のすべての測定装
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置からデカップリングされ、また上記の制御ユニットからデカップリングされる。これに
より、測定結果が改善され、また測定装置を使用する際の安全性・確実性が高まる。
【０００８】
　本発明の１実施形態によれば、上記の信号結合装置は、オプトカップラ、磁気抵抗式結
合器および／または容共式結合器である。オプトカップラの場合、上記の信号結合装置と
、少なくとも１つの測定装置とは光接続を介しまた同時に電気接続を介して、上記の複数
の測定装置の別の１つまたは制御ユニットに接続される。磁気抵抗式結合および容量式結
合器は、電気的に上記の測定装置に接続される。これらの装置は、別個の２つの回路を構
成し、ここで一方の回路は、測定回路の１つに接続され、また他方の回路は、別の複数の
測定回路のうちの１つかまたは制御ユニットに接続される。これによって上記の信号結合
装置より、上記の制御ユニットまたは測定装置から測定装置に至る同期化信号が変換され
ることになる。
【０００９】
　本発明の１発展形態によれば、各測定装置に１つの信号結合装置が割り当てられる。こ
の殊に有利な発展形態では、個々のセル電圧が測定装置によってそれぞれ検出される。こ
れにより、すべてのセル電圧を同時にまた極めて精確かつ迅速に検出することができるこ
とになる。
【００１０】
　本発明の１発展形態によれば、上記の読み出し命令の信号伝搬時間を考慮する少なくと
も１つの待ち時間装置が設けられる。この待ち時間装置は、上記の同期化信号を送信する
ための待ち時間を形成する。この待ち時間装置は、有利には上記の読み出し命令の送信を
、待ち時間に対するスタート時点とし、またこの待ち時間が経過した後はじめて上記の同
期化信号の送信を可能にする。
【００１１】
　本発明はさらに、殊に上で説明した複数の装置のうちの１つを用いて、電気蓄積器の複
数の電気蓄積器セルにおけるセル電圧を測定する方法に関している。ここで各蓄積器セル
は、対応する測定装置を有しており、またこれらの測定装置の測定値は、制御ユニットの
読み出し命令によって読み出すことができる。ここでは上記の測定値を同時に読み出すた
め、上記の制御ユニットから複数の測定装置に、または複数の測定装置のうちの１つから
別のすべての測定装置に同期化信号を送信する。上記の同期化信号は有利には同期化線路
を介して送信される。この同期化信号は、例えば正または負の電気的なエッジとして構成
することができ、また上記の測定装置において測定値の読み出しをトリガする。したがっ
て上記の測定装置はまず読み出し命令を受け取り、この読み出し命令は、上記の同期化信
号に関連してはじめて実行されるのである。これにより、上記の読み出し命令には信号伝
搬時間があるのにもかかわらず、すべてのセル電圧を同時に読み出せることになるのであ
る。
【００１２】
　本発明の１発展形態によれば、上記の同期化信号は、読み出し命令を送信しかつこれに
続く待ち時間の後、送信される。この場合、上記の同期化信号によってセル電圧の実際の
読み出しが行われるまで、上記の待ち時間の分だけ待機が行われる。これにより、上記の
読み出し命令の信号伝搬時間を考慮することができるのである。
【００１３】
　本発明の１実施形態によれば、読み出し命令の送信から、対応するすべての測定装置に
おけるその受信までの少なくとも１つの最大伝搬時間を、待ち時間として選択する。上記
の読み出し命令の最大伝搬時間は、２つの測定装置間における読み出し命令の最大の個別
伝搬時間と、設けられているすべての測定装置の数との積によって得られる。
【００１４】
　以下では実施例に基づいて本発明を説明する。図１および２には本発明による装置の２
つの実施例が示されている。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
【図１】本発明による装置の第１実施形態を示す図である。
【図２】本発明による装置の第２実施形態を示す図である。
【００１６】
　図１には電気蓄積器４の複数の電気蓄積器セル３におけるセル電圧を測定する本発明の
装置２の第１実施形態１が示されている。蓄積器セル３は、線路５によって互いに直列接
続されている。個々の蓄積器セル３はそれぞれ、測定線路６を介して、対応する測定装置
７に接続されている。測定装置７そのものは、１つずつのＢＵＳ線路８によって直列接続
されている。装置２はさらに制御ユニット９を有しており、この制御ユニットは、ＢＵＳ
線路１０によって複数の測定装置７のうちの１つに接続されている。制御ユニット９から
は付加的に同期化線路１１が出ており、この同期化線路はすべての測定装置７に達してい
る。同期化線路１１は、第１線路１２を有しており、この線路は、制御ユニット９から第
１ノード点１３に達している。ノード点１３からは線路１４が、無電位の信号結合装置１
５に向かって延びており、この信号結合装置は、線路１６を介して複数の測定装置７のう
ちの１つに接続されている。ノード点１３からは別の線路１７がノード点１８に向かって
延びている。ノード点１８は、線路１９を介して別の信号結合装置２０に接続されている
。信号結合装置２０そのものは、線路２１を介して複数の測定装置７のうちの１つに接続
されている。ノード点１８からは線路２２がノード点２３に向かって延びている。ノード
点２３は、線路２４を介して別の信号結合装置２５に接続されている。信号結合装置２５
そのものは、線路２６を介して複数の測定装置７のうちの１つに接続されている。ノード
点２３からは線路２７がノード点２８に向かって延びており、またこのノード点２８は、
線路２９を介して付加的な信号結合装置３０に接続されている。
【００１７】
　信号結合装置３０は、線路３１を介して別の測定装置７に接続されている。図１に示し
たのは、本発明による装置２および電気蓄積器４の部分図である。この装置は、論理的に
破線の領域において、すなわち破線で示した線路５と、相応するバス線路８と、相応する
線路２７とにおいて継続して設けることができる。信号結合装置１５，２０，２５および
３０は、さまざまに構成することが可能である。オプトカップラ３２、磁気抵抗式結合器
３３および／または容量式結合器３４としての実施することが考えられる。オプトカップ
ラ３２として実施する場合、線路１６，２１，２６および３１は光線路３５として構成さ
れる。制御ユニット９内には待ち時間装置３６が設けられており、この装置は、同期化線
路１１と協調動作する。
【００１８】
　蓄積器セル３のセル電圧を測定するため、制御ユニット９は、ＢＵＳ線路１０を介し、
このＢＵＳ線路１０に接続された測定装置７に読み出し命令を送信する。測定装置７その
ものは、ＢＵＳ線路８を介してこの読み出し命令を転送する。すべての測定装置７は、こ
れが隣に測定装置７を有する場合、このように動作する。ここでこの隣の測定装置は、こ
れに上記の読み出し命令を供給すべき測定装置である。各測定装置７内にはこの読み出し
命令が登録されるが、測定値の読み出しは行われない。制御ユニット９内では、待ち時間
装置３６により、上記の読み出し命令をＢＵＳ線路１０に送信する時点が保持されて、待
ち時間の分だけ待機が行われる。この待ち時間に続き、待ち時間装置３６は、同期化信号
を同期化線路１１に出力する。つぎにこの同期化信号は、まず線路１２を介して信号結合
装置１５，２０，２５および３０に到達する。これらの信号結合装置は、上記の同期化信
号をつぎのように変換する。すなわち、ここでは、制御ユニット９により、複数の測定装
置７が、電気工学的に互いに直接接続されていないようにすることができるのである。信
号結合装置１５，２０，２５および３０は、引き続いて線路１６，２１，２６および３１
を介して上記の同期化信号を各測定装置７に転送する。この同期化信号は、信号エッジの
形態で発生し、また複数の測定装置７において、測定値を読み出すためのトリガとして作
用する。これらの信号は、測定線路６を介して蓄積器セル３によって捕捉される。引き続
き、検出したすべての測定値は、ＢＵＳ線路８および１０を介して制御ユニット９に戻さ
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れる。上記の待ち時間を正確に調整するため、待ち時間装置３６において、この待ち時間
を手動で選択できるようにする。例えば、上記の制御ユニット９から、最後の測定装置７
までつまり上記の読み出し命令の伝搬方向に見て最後の測定装置までの読み出し命令の最
大伝搬時間を使用する。この場合に保証されるのは、上記の同期化信号を送信する際にす
べての測定装置７が、上記の読み出し命令をすでに受け取っていることである。この手法
によって確実になるのは、すべてのセル電圧を同じ時間に検出できることである。
【００１９】
　図２には、電気蓄積器４の複数の電気蓄積器セル３におけるセル電圧を測定する本発明
の装置２の第２実施形態４１が示されている。蓄積器セル３は、線路５によって互いに直
列接続されている。個々の蓄積器セル３は、測定線路６を介し、対応する測定装置７およ
び４２にそれぞれ接続されている。測定装置７および４２そのものは、１つずつのＢＵＳ
線路８によって直列接続されている。装置２はさらに制御ユニット４３を有しており、こ
の制御ユニットそのものは、ＢＵＳ線路１０によって測定装置４２に接続されている。制
御ユニット４２からは同期化線路４４が出ており、この同期化線路はすべての測定装置７
に達している。同期化線路４４は、第１線路４５を有しており、この線路は、制御ユニッ
ト４３から第１ノード点４６に達している。ノード点４６からは線路４７が無電位の信号
結合装置４８に向かって延びており、この信号結合装置は、線路４９を介して複数の測定
装７置のうちの１つに接続されている。ノード点４６からは別の線路４９がノード点５０
に向かって延びている。ノード点５０は、線路５１を介して別の信号結合装置５２に接続
されている。信号結合装置５２そのものは、線路５３を介して複数の測定装置７のうちの
１つに接続されている。ノード点５０からは別の線路５４が、別の信号結合装置５５に向
かって延びている。信号結合装置５５は、線路５６を介して複数の測定装置７のうちの１
つに接続されている。図２に示したのは、本発明による装置２および電気蓄積器４の部分
図である。この装置は、論理的に破線の領域において、すなわち破線で示した線路５と、
相応するバス線路８と、所属の線路２７とにおいて継続して設けることができる。信号結
合装置４８，５２および５６は、さまざまに構成することが可能である。ここではオプト
カップラ３２、磁気抵抗式結合器３３および／または容量式結合器３４としての実施が考
えられる。オプトカップラ３２として実施する場合、線路４９，５３，５６は光線路３５
として構成される。制御ユニット４２内には待ち時間装置５７が設けられており、この装
置は、同期化線路４４と協調動作する。
【００２０】
　蓄積器セル３のセル電圧を測定するため、制御ユニット４３は、ＢＵＳ線路１０を介し
、このＢＵＳ線路１０に接続された測定装置４２に読み出し命令を送信する。測定装置４
２そのものは、ＢＵＳ線路８を介して上記の読み出し命令を転送する。すべての測定装置
７は、これが隣に測定装置７を有する場合、このように動作する。ここでこの隣の測定装
置７は、これに上記の読み出し命令を供給すべき測定装置である。測定装置７および４２
内にはこの読み出し命令が登録されるが、測定値の読み出しは行われない。制御ユニット
４２内では、待ち時間装置５７により、上記のＢＵＳ線路１０への読み出し命令の送信が
登録され、待ち時間の分だけ待機が行われる。この待ち時間に続き、待ち時間装置５７は
、同期化信号を同期化線路４４に出力する。この場合、この同期化信号は、まず線路４５
を介して信号結合装置４８，５２および５５に到達する。これらの信号結合装置は、上記
の同期化信号を変換し、これにより、複数の測定装置７が、測定装置４２によって電気工
学的に互いに直接接続されていないようにすることができるのである。信号結合装置４９
，５３および５５は、引き続いて線路４９，５３および５６を介して上記の同期化信号を
各測定装置７に転送する。この同期化信号は、信号エッジの形態で発生し、また複数の測
定装置７および４２において、測定値を読み出すためのトリガとして作用する。これらの
信号は、測定線路６を介して蓄積器セル３によって捕捉される。引き続き、検出したすべ
ての測定値は、ＢＵＳ線路８および１０を介して制御ユニット４３に戻される。上記の待
ち時間を正確に調整するため、待ち時間装置５７において、この待ち時間を選択できるよ
うにする。殊に上記の制御ユニット４３から、最後の測定装置７までつまり上記の読み出
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し命令の伝搬方向に見て最後の測定装置７までの読み出し命令の最大伝搬時間が使用され
るようにする。この場合に保証されるのは、上記の同期化信号を送信する際にすべての測
定装置７および４２が、上記の読み出し命令をすでに受け取っていることである。この手
法によって確実になるのは、すべてのセル電圧を同じ時間に検出できることである。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月4日(2011.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　請求項１から５までのいずれか１項に記載の装置（２）を用いて、電気蓄積器（４）の
複数の電気蓄積器セル（３）におけるセル電圧を測定する方法であって、
　各蓄積器セル（３）は、対応する測定装置（７，４２）を有しており、
　当該の測定装置（７，４２）の測定値は、制御ユニット（９，４３）の読み出し命令に
よって読み出される、セル電圧を測定する方法において、
前記の測定値を同時に読み出すため、前記の制御ユニット（９，４３）から測定装置（７
）に同期化信号を送信するか、または前記の複数の測定装置のうちの１つ（４２）から別
のすべての測定装置（７）に同期化信号を送信することを特徴とする、
　セル電圧を測定する方法。
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